
群馬県産業次世代に技術で挑む

大
沢
正
明
氏
群
馬
県
知
事

ごあいさつ

企
業
誘
致
進
め
次
世
代
産
業
振
興

　
東
日
本
大
震
災
は
被
害
の
範

囲
や
規
模
が
大
き
く
、
さ
ら
に

電
力
供
給
の
制
約
を
は
じ
め
と

す
る
二
次
的
な
影
響
な
ど
も
あ

り
、
本
県
経
済
に
対
し
て
多
大

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
震
災

後
１
年
３
カ
月
が
経
過
し
、
一

部
の
産
業
に
お
い
て
は
持
ち
直

し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
長
引
く
円
高
や
電
気
料
金

の
引
き
上
げ
な
ど
の
影
響
も
あ

り
ま
す
。
県
の
調
査
結
果
で

は
、
県
内
経
済
の
回
復
を
実
感

し
て
い
る
企
業
の
数
は
、
中
小

企
業
を
中
心
に
ま
だ
ま
だ
少
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
は
、
企
業
の
本
社
が
集

中
す
る
東
京
か
ら
１
０
０

圏
内
に
位
置
し
て
お
り
、
充
実

し
た
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
が
少
な
く
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
県
の

優
位
性
を
活
か
し
、
こ
れ
ま
で

も
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
特
に
、
東
日

本
大
震
災
以
降
は
生
産
拠
点
の

分
散
化
な
ど
、
非
常
時
に
備
え

た
企
業
の
動
き
が
見
ら
れ
る
た

め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
誘
致

の
観
点
か
ら
も
、
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
対
策
に
加
え
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
、
人
口
減

少
に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
県
で
は
昨
年
度
、

「
次
世
代
産
業
振
興
戦
略
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
技
術
力
の

向
上
や
産
業
人
材
の
育
成
な

ど
、
国
際
競
争
力
を
持
続
的
に

高
め
る
た
め
の
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
次
世
代
自
動
車
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
健
康
科
学
、
環
境
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
の
５
分
野
を

重
点
分
野
に
定
め
、
２
０
１
１

年
度
は
延
べ

回
に
わ
た
り
、

技
術
研
究
会
や
勉
強
会
、
講
演

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
、
大
学
や
試
験
研
究
機
関
等

の
研
究
シ
ー
ズ
発
表
や
、
産
学

官
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

に
よ
り
、
産
学
官
連
携
を
強
力

に
推
進
し
、
次
世
代
産
業
の
振

興
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
た
新
興
国
の
勢
い
を
取
り
込

み
、
本
県
経
済
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
く
た
め
、
今
年
３
月
に

は
観
光
誘
客
の
促
進
、
農
畜
産

物
の
販
路
拡
大
、
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
支
援
を
３
本
の
柱
と

し
た
「
群
馬
県
国
際
戦
略
」
を

策
定
し
、
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
「
群

馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
の
取
組
を
継
続

的
に
進
め
て
い
く
た
め
７
―
９

月
の
間
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
市
町

村
、
関
係
団
体
と
連
携
し
「
グ

グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
展
開
し
ま
す
。

　
本
県
産
業
が
将
来
に
わ
た
っ

て
さ
ら
に
大
き
く
は
ば
た
け
る

よ
う
、
引
き
続
き
積
極
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
の
企
業
が
地
域
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
世
界
を
舞
台
に
し
た
事
業
拡
大

に
動
き
だ
し
た
。
製
造
品
出
荷
額
の
３
割
強
を
占
め
る
自
動
車
を
中
心
と
し
た
輸

送
用
機
器
分
野
は
東
日
本
大
震
災
後
に
着
実
に
生
産
を
回
復
。
中
長
期
の
市
場
規

模
の
縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
国
内
で
は
地
道
な
合
理
化
で
生
き
残
り
を
目
指
し
、

視
線
の
先
に
は
成
長
著
し
い
新
興
国
市
場
が
広
が
る
。
鍵
を
握
る
の
は
海
外
勢
の

追
随
を
許
さ
な
い
先
進
の
生
産
技
術
や
環
境
分
野
と
い
っ
た
新
市
場
だ
。

　
２
０
１
２
年
度
に
過
去
最
高

の
世
界
販
売
を
予
想
す
る
富
士

重
工
業
を
筆
頭
に
自
動
車
大
手

の
業
績
回
復
は
、
地
域
の
部
品

会
社
に
経
済
波
及
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

や
タ
イ
の
大
洪
水
の
天
災
に
見

舞
わ
れ
た
前
年
度
か
ら
Ｖ
字
回

復
を
狙
う
地
元
企
業
は
多
い
。

　
一
方
、
群
馬
の
自
然
が
生
み

出
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
注
目
度
も
高
い
。
全
国
の
中

で
も
日
照
条
件
の
優
位
性
が
高

い
地
の
利
を
生
か
し
た
太
陽
光

発
電
事
業
の
動
き
が
活
発
だ
。

全
国
に
先
が
け
て
太
陽
光
発
電

の
導
入
を
促
進
し
て
き
た
太
田

市
を
は
じ
め
、
各
自
治
体
が
特

徴
を
生
か
し
た
環
境
都
市
づ
く

り
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
固
定

価
格
で
電
力
会
社
が
全
量
を
買

い
取
る
制
度
が
７
月
に
始
ま
る

こ
と
も
あ
り
、
す
で
に
大
規
模

太
陽
光
発
電
所
の
候
補
地
と
事

業
者
と
の
交
渉
が
進
展
し
て
い

る
。

　
群
馬
ゆ
か
り
の
内
村
鑑
三
は

か
つ
て
漢
詩
「
上
州
人
」
を
通

し
て
、
県
人
の
姿
を
正
直
な
人

柄
や
誠
実
な
内
面
な
ど
と
表
し

た
。
出
口
の
見
え
な
い
超
円
高

や
安
価
な
海
外
製
製
品
の
流
入

な
ど
企
業
の
景
況
感
は
厳
し
さ

を
増
す
。
そ
れ
で
も
地
元
企
業

は
上
州
人
に
脈
打
つ
実
直
な
モ

ノ
づ
く
り
の
精
神
を
原
動
力
に

し
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切

り
開
く
。

上
州
人
に
脈
打
つ
モ
ノ
づ
く
り
精
神

世
界
を
舞
台
に
新
市
場
開
拓
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豊富な自然が特徴の群馬県（利根川から群馬県庁を望む）

日本の工業化をけん引した富岡製糸場。世界遺産登録を目指している


